
.{فَسَأذَْهَبُ\ أذَْهَبُ \ ذَهَبْتُ }إذَِا ذَهَبْتَ 

.إنِْ تَذْهَبْ أذَْهَبْ\  .  إنِْ ذَهَبْتَ ذَهَبْتُ 

　もしあなたが行くなら、私も行くだろう。

.لوَْ ذَهَبْتَ لَذَهَبْتُ 　もしあなたが行くなら、私も行くのに。　<現在の仮定>
　もしあなたが行ったなら、私も行ったのに。　<過去の仮定>

：　事実と逆の非現実的想定を表現する条件
   （文脈により現在・過去いずれの逆かを判断する）

条件文・関係節

يَفْعَلْ

قَدْ ، سَـ ، سَوْفَ ، لَيْسَ ، لََ ، لَنْ

条件節

فَعَلَ

（要求法）　 ＋

فَــ

 が使われます。条件節・帰結節における動詞は、基本の完了形（否定の場合は

إنِْ

（完了形）　

帰結節

②

③

إنِْ ：　現実にありうる心配、不安、懸念などを表現する条件

لوَْ

帰結節

（完了形）　 فَعَلَ

＋

男性

الَّذِي ʾallaḏī

（完了形）

فَعَلَإذَِا

Lesson 11

●条件文 ●関係節

アラビア語の条件文には、条件の内容に応じて、①～③の条件詞 （「もし」に相当） アラビア語の関係節（名詞を修飾する節）の特徴は、以下の２点です。

＋

①関係代名詞は、先行詞（修飾される名詞）が限定されている場合のみ必要
②関係節の中に、先行詞を受ける人称代名詞が必要（先行詞が関係節の動詞の

إذَِا ：　条件－結果の関係が単純な条件①

قَدْ ، سَـ ، سَوْفَ ، لَيْسَ ، لََ ، لَنْ
　（上の語で始まる文・名詞文・命令形）　

（直説法）　

（完了形）　

帰結節

＋

→関係代名詞は必要なし

＋ فَــ

.هٰذِهِ رِسَالَةٌ كَتَبَهَا صَدِيقِي

条件節

فَعَلَ

يَفْعَلُ

＋

يَفْعَلْ
（要求法）

　これは私の友人が書いた手紙です。

دٌ  .هٰذَا طَالبٌِ ٱسْمُهُ مُحَمَّ 　これは名前がムハンマドという男子学生です。

→関係代名詞が必要

　（上の語で始まる文・名詞文・命令形）　

 「lam + 要求法」）の他、条件詞ごとに多少のバリエーションがあります。
　　主語と一致する場合は、人称活用形がこの代名詞の役割を果たす）

.هٰذِهِ طَالِبَةٌ تَدْرُسُ ٱلْهَنْدَسَةَ  　これは工学を勉強している女子学生です。

先行詞が不定の場合

先行詞が限定の場合
先行詞の性・数に合わせて、以下の関係代名詞を使います（双数は省略しました）。

تِي ، الَلَّوَاتِي الَلََّّ

単数الََّتِي

複数 ʾallātī , ʾallawātī

فَعَلَ (لَـ  )＋ 　（完了形）فَعَلَ

語頭のハムザは「結ぶハムザ」で、文字لを2回書く場合に注意してください。

الََّذِينَ ʾallaḏīna

（完了形）

　私は工学を勉強しているその女子学生に会った。

条件節

　もしあなたが行くなら、私も行くだろう。

＋ لوَْ سَالَةَ ٱلَّتِي كَتَبَهَا صَدِيقِي  .قَرَأْتُ ٱلرِّ 　私は私の友人が書いたその手紙を読んだ。

.وَجَدْتُ مَنْ  يَسْكُنُ فِي ٱلْمَنْزِلِ  　私はその家に住んでいる人を見つけた。

ʾallatī

女性

.أخَْرِجْ مَا وَضَعْتَ فِي ٱلْحَقِيبَةِ  　あなたがその鞄の中に入れたものを出しなさい。

関係代名詞　man （～である人）・mā （～であるもの）
疑問詞の「誰」「何」と同じ語です。「人」「もの」という先行詞を含んだ関係代名詞です。

الِبَةَ ٱلَّتِي تَدْرُسُ ٱلْهَنْدَسَةَ .رَأيَْتُ ٱلطَّ

　私は名前がムハンマドというその学生に会った。 ٌد .رَأيَْتُ ٱلطَالبَِ ٱلَّذِي ٱسْمُهُ مُحَمَّ


